
準 備段 階 の －98年 7 月 28 日付 第 1 号 か ら、 フ ォー ラム終 了 後 の ’99年 2 月2 0 日付 第 9 号 まで、 実行

委員 会 の様子 や 、 お願 い した い事 等 の情 報 を出 し続 け ま した。 他 に も、実 行 委 貞会 に参加 して い る各

団体 か らの活 動紹 介 を掲 載 してい くことで、 お互 い の顔 が見 える関係 を作 っ てい きま した。今 後の ネ ッ

トワ ー クへ とつ な が る もの と期 待 し て い ます 。



≪賛 同 団 体≫

アー ユ ス ＝仏 教 国 際 協 力 ネ ッ トワ ー ク

アム ネ ス テ ィ イ ン タ ー ナ シ ョナ ル 日本 支 部

A RC
E －W O O D 倶楽部

九州 ・ 沖縄 社 会教 育 実践 ネ ッ トワー ク

九州 シネ マ・ アルテ

行政書士入管手続研究会

「個の会」（不登校 に学ぶ）

「子 どもの権利条約」宮崎の会

「子 どもの権利条約」熊本の会

「子 どもの権 利 条約 を よむ会」

D C I 日本 支 部

かわ に し子 ど もの 人権 フ ォー ラム実 行 委 員会

こ こ の 会

ち く しの 市 政 研 究 セ ン タ ー

ふくおか C A P 事務 局

ふれあいの里道海

ア ム ネス テ ィ神 奈 川県 央 グル ー プ

ウハ ウハ 長 尾

グ リー ン コー プ生活協 同組合

デ イ サ イ ド

ハ イス クール フ ェス テ ィバ ル in 埼 玉 O B ・O G 係

宮崎 中央法律事務所

勤労者旅行会

劇団風の子九州

国 際子 ど も権 利 セ ン ター

子 ど もの た めの 市民 オ ンブ ズパ ー ソ ンの会

子 ど もの 人権 埼 玉 ネ ッ ト

子 ど もの 人権 連

子 ど も情 報研 究 セ ン ター

自治労福岡県職員労働組合

社 団 法人 セ ー ブ・ ザ・ チ ル ドレン・ ジ ャパ ン

社 団法人部落解放・ 人権研 究所

十 勝 子 ど も と教 師 の 学 校 づ く り ネ ッ トワ ー ク

練 馬 生活 者 ネ ッ トワー ク

女性 と健 康 北 九州 ネ ッ トワー ク

正光印刷

千里 国際学 園

全国児童養護問題研 究会

曹 洞宗 国 際 ボ ラ ンテ ィア会 （S V A ）

（順不 同、 98年 11月 13 日現在 ）

地球共育の会・ ふ くおか

筑紫野市 「障害」児・ 著聞題 を考える会

筑紫地 区労働 セ ンター

日本 フ ィル福 岡公演 実 行 委貞 会

日本児童・ 青少年演劇劇団協議会

日本婦 人会議那珂川支部

福岡・ 子 どもの遊 び を考 える会

福岡・ 社会教育研究会

福岡 フ リース クール研 究 会

福岡教育大学元兼研 究室

福岡県東部子 ども劇場協議会

日本教職員組合

福岡県教職員組合

福岡県教職員組合 筑紫支部

福岡県教職員組合 北九州支部

福岡県教職員組合 宗像支部

福岡県高等学校教職員組合

福岡県私立学校数職員組合連合

福岡県 「同和」教育研 究協議会

筑紫野市 「同和」教育研究協議会

部落解放同盟福 岡県連合会

部落解放同盟筑紫地 区協議会

連合 ・ 教 育 を考 え るフ ォー ラム

連合・ 部落解放共闘福岡県民会議

《後 援≫

ユ ニ セ フ駐 日事務 所

福 岡県

福 岡県教育委員会

福岡市

福岡市教育委員会

春 日市

春 日市教育委員会

大野城市

大野城市教育委員会

筑紫野市

筑紫野市教育委員会

太宰府市

太宰府市教育委員会

那珂川町

那珂川町教育委員会
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（ 順不 同、98年 1 1月 15 日現在）
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はじめての フォーラム開催。は じめて出会 った同士が心を合わせて取 り組むためのグ ッズがで きま

した。これからのイベ ン トにも役に立つことうけあいです。

☆チ ケ ッ トの くち こみ 販 売 に強 い味 方

芋ど もの稚 利 条 約 フ ォ叫 ラ ム ー9 8

集荷集魚の皆さん

フ ォ ー ラ ム（りチ ケ ッ トを 滞 カヽ つて 頂 ‡ナる 方 を紹 介 して くた≡

フォw ラム ま で 、 あ とわ ず か とな って 着資 した。

碑無 感 チ ラ シ、 チ ケ ッ トも鮮 やか に仕 上 が り、 鮪 一 次の 配赤 も始 乗 りま した一

マス コ 毒へ の 蔽 肴 尭凄 も 終 え、 フ 才榊 ラム 成功 に 声剛 ナて の準 柵 も♯ 々 と 進ん でい 求す 。

しか し、

チラ シ 、チ ケ ッ トの 広 が りが 凍 だ不 漁 して い譲 す ！

N 8 ， 生

オープ ニン グ
ザど も人撫食滞

シンポ ジウム
r地 域 か わかJ

一分料金 川 ：00 ～

魚体 垂

人1 5 ¢¢円

糾0 ．8 1 8

米韓の申に、送 り先の任所氏軋 あなたのお名乱 筆ラシ、チケッ トの必睾枚数 菅庶人の上

下記凍でお送り下 さるか、次樹実行草魚食 （ 1 0 月 2 6 別 の時に ご持串下さい。

栄ひ とり分 しか あ り凍 せ ん手 練 歎名 分 必拳 な 万札 お手 放 で し ょ うが ヨ ビ… して お書 書 下 書い 。

軽 陳封 附 こ粘 り鰍 ナる タ ック シ】 ル 代わ り ときせ て 頂 き潰 す ので 、 1 故 に お仙 人 分 の混 入 と

い た L ま す 。

¢¢令令¢ （送り先）手どもの権利廉恥フォ仙ラム 吉略 ill福岡 兼帯垂鼻食事務局◇◇◇ 0 0

〒8ほ一鮮 削 棉同市紫区樽崎 ¢胡・l 九州大学教育革静社虫教育学研究室内

で長 L（治 2 18 ぢ岨 、8 1 3 凸 ノ′ 抗 生Ⅹ 0 弛 ．8 連盟一詰1 浅l

謙井 大人 円

学生 円

芋ど も 円

合計 金 僻 用

た摂

漉した 着

☆子 どもの笑顔がオマ ケです。賛 同金 力ンパ

暮片岡頚部 敬♯ 砂地もl棍 うもlて ●
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米韓

りよ籾牲 、

雅史

の】酔鞍 をお

券練 、駕額

事搬耗 へ群義 軍 凄い も女瀬 、

＃甘 A セ十 内金 卓尭坤取 られ た

中¢円、 繊維が

牛病態 （鮮撫茅由 緒l芯お渡 しく怒 春

為もれが救 い兵 争空隷書 宅潜 凄むl中

い♯

事梼確 で農事もIた し義すI

当初i兼｛ i莞＃捗虫≡捷 し下 さるか、

一哉 め暮秋 雀我 押 与転1ぬフ 丁ウシ 亀

・ 才で功 発議練 習 きも池 畔ご連東 軍 凄もl書

換 ぇを発 け取 材親 爺．

ヽた し凍ず♯

沸滞 米恵 株 畿で ．

＊み 陳ん ＊
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ゼ一対 蔑め≠ 嘲棟 j
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札 常t

千邑 L β 賛
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（ 秒

升内

寒林蝕

一定 L

F Å 謀

｛ さ嬉 僻 もヽ｝

◎ 薄井 は、こめ載軌 こ混 入 し、

ナ篭曲 ・ 鞠 り の 辞
尊入 れ て お嬢 し くだ 尊 Il。

⑳ 津 熟 ま、 あ な たに お 渡 し した 著 に

遷 して ilた だ くか、 巻 貝莞 何 に お 棒

番 い た だ くよ 予 お煮 い しま す ●

遵港先 考落馬 九州大学社会教育研究賓

葡 榊 軒 亀】紘一きl細 く釆 確 ）

一 声ナ ッ ト姐 溶着 尭 ＼蔽 代

（1 ）汎 脚乏一利 ヰー一紙 昏 払脚 ヰ一丁ほ5
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漣 先T 昏

士粥謹撰 か り亜
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☆集会 当 日の必須 アイテム 《タイムスケ ジュール》

＝月 1項目タすム見守が急仙ル

ー1 j削 昏日 タイム スケ ジ品－ ル
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☆参加者 への お願い － プライバ シーをまもるために

掘帆摘 海曹よ≪海亀旺臨

妙』鷹野租ゐ居5 転置崖海嶺昼よ狙 日

私たちは、この会場内での写真撮影や、録音について次のように考えています。

⊂I

■■■○

このマークをつ けている者 は、フォーラム事務局の記録担当者で

す。撮った写真は、フォーラム報告集や このフォーラムに関連する

記録の発表の際に使用 します。

写 真を撮 られ るこ とに差 し障 りの あ る方 は、記録 員がカ メラ を向

けた際にその旨お伝え ください。記録員もできるだけ事前や事後に

写真を撮った旨お伝えいた します。

なお、あらか じめ受付で配布 しています

このシール を付 けていただ いていると、誤って写真に写 っても、

使用す る際 に本人 とわか らな いよ う にいた します 。

会場内の行事では原則と して、テープでの録音を しています。

これは後日記録をまとめる際とフォーラムに関連する記録の発表の際に使用 します。

発言内容がそのまま録音されることに差 し障 りがある場合は、発言される前にその

旨お伝え くだ さ い。

各分科会も、原則と して同様の趣旨で運営をいた します。

詳しくは、その 分科 会の 担 当者 にお尋ね くださ い。

私 たち フ ォーラム 事務 局 は 『写 真 を撮 られ た くな い』『録 毒さ れた くな い』 と いう

権利 も大事 に した いと考え て います 。

この趣旨をご理解いただき、お互いに気持ちの良い取材関係作 りへのご配慮をお願

いいた します。
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